
【様式２】 
e ラーニング研修「最終レポート」 

ICT を活用した授業のイメージを作りましょう 
 

教科 ・ 領域等 国語科教諭 
授業タイトル・単元名等 敬語のけいこ 

対 象 学 年 第１学年 
実 施 場 所 普通教室又は視聴覚教室 

ICT 活用授業の内容 

授業のねらい 
 敬語の学習における生徒の学習目標としては、（一）敬語につい

ての知識を正確に理解すること、（二）日常の敬語の使われ方を見

直し、正しい言語感覚を身につけること、である。このような敬

語の学習を、パワーポイント教材を使ってすすめることで、わか

りやすく楽しいものにすることがねらいである。 
 
 
授業の流れ 
 前半は、講義形式で、５種類の敬語の知識を整理する。生徒は

プリントに書き込みながら、理解する。 
 後半は、パワーポイントを使った作業を取り入れる。全体で、

教師が作成した「日常で使われている敬語 ○×クイズ」に取り

組む。一問１５秒～３０秒で２０問ほど回答させる。後で答えあ

わせをしながら解説を加える。その後、再度同じ問題にチャレン

ジさせ、習熟度を確認させる。 
 
 
ICT 活用のねらい 
 敬語は日常で使う表現であり、口語で用いられる場合も非常に

多い。そのため、知識理解させるというよりも、いつでも・すぐ

に使えるように身につけさせるということが肝要である。そこで、

パワーポイント教材を使えば、短時間で正しい敬語表現を選び出

す練習ができるのと同時に、繰り返し学習できることで、より実

用的に身につけられると考える。それが今回の ICT 活用のねらい

である。 

活用する ICT メディア パソコン、プロジェクター 

活用するコンテンツ等 マイクロソフト powerpoint 

 


